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○遠賀川上流の飯塚市では、平成15年7月洪水で浸水家屋数約4,500戸の甚大な被害が発生しました。
○洪水を受け、国では平成16年度から平成20年度で実施した「床上浸水対策特別緊急事業」等において、集中的に河川
整備を実施しました。その結果、平成30年7月豪雨では、平成15年7月洪水の約1.6倍の降雨になったものの、浸水被害
は大幅に軽減されました。
○事業完了から10年が経過した平成30年10月に、「遠賀川流域フェスタｉｎ飯塚」、平成31年1月に「九州防災・減災シンポ
ジウムｉｎ遠賀川」が開催され、当事業の概要パネル展示を行いました。

【遠賀川流域フェスタｉｎ飯塚】 【九州防災・減災シンポジウムｉｎ遠賀川】

パネルディスカッション「頻発する豪雨災害への備え」

平成30年10月14日(日)

遠賀川河川敷(飯塚市あいタウン前)

河川協力団体と連携した今年初開催
のイベント。防災ブースの他、ステ
ージや川ひらた乗船なども行われ、
約2,000人が集まりました。

会場でのパネル展の状況

河川協力団体の活動も紹介

会場でのパネル展示の状況 展示したパネル

平成31年1月24日(木)

ユメニティのおがた

テーマ「いのちを守るために、
今できること」

来場者約700名

会場でのパネル展示の他、基調
講演やパネルディスカッション
が行われました。


